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（
法
務
委
員
会
）

民
法
及
び
家
事
事
件
手
続
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
五
八
号
）
（
衆
議
院
送
付
）
要
旨

本
法
律
案
は
、
高
齢
化
の
進
展
等
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
鑑
み
、
相
続
が
開
始
し
た
場
合
に
お
け
る
配
偶
者
の
居
住
の

権
利
及
び
遺
産
分
割
前
に
お
け
る
預
貯
金
債
権
の
行
使
に
関
す
る
規
定
の
新
設
、
自
筆
証
書
遺
言
の
方
式
の
緩
和
、
遺
留
分
の

減
殺
請
求
権
の
金
銭
債
権
化
等
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一

民
法
の
一
部
改
正

１

配
偶
者
が
、
終
身
又
は
一
定
期
間
、
無
償
で
被
相
続
人
の
財
産
に
属
し
た
建
物
の
使
用
及
び
収
益
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
権
利
（
配
偶
者
居
住
権
）
を
創
設
し
、
遺
産
分
割
又
は
遺
贈
に
よ
り
、
こ
れ
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す

る
。

２

各
共
同
相
続
人
は
、
遺
産
に
属
す
る
預
貯
金
債
権
の
う
ち
、
一
定
額
に
つ
い
て
は
、
他
の
共
同
相
続
人
の
同
意
を
得
る

こ
と
な
く
、
単
独
で
払
戻
し
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

自
筆
証
書
遺
言
の
要
件
を
緩
和
し
、
自
筆
証
書
に
相
続
財
産
の
全
部
又
は
一
部
の
目
録
を
添
付
す
る
場
合
に
は
、
そ
の

目
録
に
つ
い
て
は
自
書
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
こ
と
と
す
る
。
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４

遺
留
分
を
侵
害
さ
れ
た
者
の
権
利
の
行
使
に
よ
っ
て
遺
贈
又
は
贈
与
の
全
部
又
は
一
部
が
当
然
に
失
効
す
る
と
さ
れ
て

い
る
現
行
法
の
規
律
を
見
直
し
、
遺
留
分
侵
害
額
に
相
当
す
る
金
銭
債
権
が
生
ず
る
こ
と
と
す
る
。

５

被
相
続
人
の
親
族
で
相
続
人
以
外
の
者
が
、
被
相
続
人
の
療
養
看
護
等
を
無
償
で
し
た
こ
と
に
よ
り
被
相
続
人
の
財
産

の
維
持
又
は
増
加
に
特
別
の
寄
与
を
し
た
場
合
に
は
、
相
続
の
開
始
後
、
相
続
人
に
対
し
て
金
銭
の
支
払
を
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

二

家
事
事
件
手
続
法
の
一
部
改
正

預
貯
金
債
権
の
仮
分
割
の
仮
処
分
に
つ
い
て
遺
産
分
割
前
の
保
全
処
分
の
要
件
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
民
法
に
お
い
て

新
設
す
る
特
別
の
寄
与
の
制
度
に
関
す
る
手
続
規
定
を
設
け
る
。

三

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ

し
、
一
の
３
に
つ
い
て
は
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
た
日
、
一
の
１
に
つ
い
て
は
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て

二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。


